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転
年
数
に
制
限
を
設
け
て
お
ら
ず
、
一
〇

年
ご
と
に
行
な
わ
れ
る
定
期
検
査
に
合
格

す
れ
ば
、
そ
の
後
一
〇
年
間
は
運
転
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

建
設
さ
れ
る
原
子
炉
は
Ｅ
Ｐ
Ｒ
２

　

マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
今
年
二
月
一
〇
日
、

新
た
に
原
子
力
発
電
所
を
六
基
建
設
し
、
さ

ら
に
八
基
を
建
設
す
る
た
め
の
調
査
を
行

な
う
と
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
発
表

は
、
フ
ラ
ン
ス
東
部
に
あ
る
原
子
力
発
電
の

タ
ー
ビ
ン
工
場
を
視
察
し
た
際
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
工
場
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
電

力
会
社
Ｅ
Ｄ
Ｆ
が
Ｇ
Ｅ
か
ら
買
収
し
た
工

場
で
す
。

最
初
の
一
基
は
二
〇
二
八
年
ま
で
に
着

工
し
、
二
〇
三
五
年
の
稼
働
を
目
指
す
と
し

て
い
ま
す
。
建
設
さ
れ
る
原
子
炉
は
、
フ
ラ

ン
ス
が
開
発
し
た
欧
州
加
圧
水
型
原
子
炉

（
Ｅ
Ｐ
Ｒ
）
を
改
良
し
た
Ｅ
Ｐ
Ｒ
２
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
は
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
今

後
三
〇
年
以
内
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を

四
割
削
減
す
る
一
方
、
発
電
電
力
量
は
現
在

よ
り
も
最
大
六
割
増
え
る
、
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
、
経
済
的
で
地
球
温

暖
化
対
策
の
現
実
的
な
方
法
で
あ
る
と
し

て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
原
子

力
発
電
を
開
発
し

て
い
く
と
述
べ
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
既
存

の
原
子
炉
に
つ
い

て
、
安
全
性
を
損

な
わ
な
け
れ
ば
、

延
長
す
る
考
え
も

示
し
ま
し
た
。
規

制
当
局
は
昨
年
二

月
、
一
九
七
八
～

一
九
八
七
年
に
運

転
し
た
原
子
炉
三

二
基
を
対
象
に
、

対
策
措
置
が
実
施

さ
れ
れ
ば
五
〇
年

運
転
を
認
め
る
決

定
を
発
表
し
ま
し

た
。
今
回
は
さ
ら

に
五
〇
年
を
超
え
る
運
転
に
つ
い
て
、
Ｅ

Ｄ
Ｆ
に
対
し
て
、
状
況
を
調
査
す
る
よ
う

依
頼
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

な
お
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
原
子
力
の
運

仏
・
新
規
の
原
子
力
発
電
所
を 

一
四
基
建
設
へ

― 
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
を

め
ざ
し
て 

―

追跡

原子力
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
二
月
一
〇
日
、
新
た
に
一
四
基
の
原
子
力
発
電
所
を
建
設
す
る
と
発
表

し
ま
し
た
。
二
〇
五
〇
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
立
を
高
め
る
た
め
、

原
子
力
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
既
存
の
原
子
炉
の
運
転
期
間
を

伸
ば
し
、
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
を
開
発
し
て
、
原
子
力
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
成
し
遂
げ
る
意
欲
を
示
し
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
編
集
部
）

●フラマンビル原子力発電所3号機（右）は、フランス国内で初のEPR建設だった

（AFP ＝時事 )
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フ
ラ
ン
ス
で
は
四
年
前
の
二
〇
一
八
年

に
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
に
加
算
さ
れ
る
環
境
税

の
増
額
な
ど
が
要
因
と
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
長
期
的
で
大
規
模
な
抗
議
デ
モ
が
起

こ
り
、
マ
ク
ロ
ン
政
権
は
環
境
税
の
値
上
げ

を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
年

一
一
月
に
も
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
に
政

府
の
対
策
が
不
十
分
だ
と
し
て
、
抗
議
の
デ

モ
が
起
き
ま
し
た
。
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
、

今
年
四
月
の
大
統
領
選
を
控
え
、
電
力
の
高

騰
を
防
ぐ
た
め
に
も
原
子
炉
の
新
設
が
必
要

で
あ
る
と
訴
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）

の
開
発
に
も
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。
将
来
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
リ
ー
ド
す
る
た
め
、
産
業

分
野
に
支
援
す
る
内
容
の
「
フ
ラ
ン
ス
二
〇

三
〇
」
が
、
昨
年
一
〇
月
に
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
産
業
の
脱
炭
素
化
や
水
素
の
製
造
・
利

用
技
術
な
ど
の
他
に
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
開
発
も
支

援
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
放
射
性
廃
棄
物

の
発
生
量
を
減
ら
す
Ｓ
Ｍ
Ｒ
を
開
発
す
る
た

め
、二
〇
三
〇
年
ま
で
に
一
〇
億
ユ
ー
ロ
（
約

一
三
〇
〇
億
円
）を
投
資
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
、
こ
れ
ま
で
原
子
力

へ
の
依
存
度
を
下
げ
る
た
め
一
二
基
を
閉
鎖

欧
州
は
天
然
ガ
ス
の
四
割
を
ロ
シ
ア
か
ら

　

昨
年
春
か
ら
欧
州
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
高
騰
が
続

い
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
進
み
経
済

が
回
復
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
が
増

え
た
た
め
と
見
ら

れ
て
い
ま
す
。
特

に
今
冬
は
、
厳
し

い
寒
さ
で
、
ガ
ス

消
費
量
が
通
常
よ

り
多
く
、
季
節
性

要
因
が
需
要
に
大

き
く
作
用
す
る
と

い
わ
れ
る
天
然
ガ

ス
の
在
庫
も
、
低

水
準
と
な
っ
て
い

ま
す
。

天
然
ガ
ス
の
契

約
は
、
日
本
は
主

に
長
期
契
約
で
す

が
、
Ｅ
Ｕ
で
は
、
ス
ポ
ッ
ト
価
格
と
な
っ

て
い
ま
す
。　

欧
州
は
、
天
然
ガ
ス
の
四
割
程
度
を
ロ

シ
ア
か
ら
の
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
輸
入

し
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
た
め
天

然
ガ
ス
価
格
は
、
昨
年
一
〇
～
一
二
月
の
間

に
三
倍
も
値
上
が
り
し
ま
し
た
。

二
月
二
四
日
、
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

侵
攻
し
ま
し
た
。
三
月
一
日
の
情
報
で
は
、

Ｅ
Ｕ
の
欧
州
委
員
会
の
委
員
は
、
ロ
シ
ア
か

ら
の
供
給
量
は
む
し
ろ
増
加
し
、
今
冬
は
無

事
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
明
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
欧
州
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
危
機
は
、
さ
ら
な
る
悪
化
を
予
想
す
る

見
方
も
あ
り
ま
す
。

ガ
ス
は
、
Ｅ
Ｕ
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

の
四
分
の
一
を
賄
い
、
そ
し
て
そ
の
四
分
の

一
が
発
電
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
て
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ラ
イ
エ
ン
欧
州
委
員

長
は
、
Ｅ
Ｕ
は
、
天
然
ガ
ス
に
依
存
し
過
度

に
輸
入
し
て
お
り
、
こ
れ
が
Ｅ
Ｕ
を
脆
弱
に

し
て
き
た
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

将
来
の
低
炭
素
で
自
立
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
安
定

し
た
電
源
で
あ
る
原
子
力
が
必
要
で
あ
る

と
訴
え
て
い
ま
す
。

原
子
力
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
意
欲
示
す

●燃料税の値上げに端を発した黄色いベスト運動

（AFP ＝時事 )
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す
る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
方
針
を
転
換

し
、
原
子
力
産
業
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
成
し

遂
げ
る
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

原
子
力
の
割
合
引
き
下
げ
は
二
〇
三
五
年

フ
ラ
ン
ス
は
、
日
本
と
同
様
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
九
七
〇

年
代
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
給
率
を
高
め
る
た
め
、
政
府
主
導
で
原

子
力
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ド

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

欧
州
委
員
会
で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
な
ど
を
達
成
す
る
た
め
、
民
間
企
業
の

資
金
を
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
経
済

活
動
が
環
境
的
に
持
続
可
能
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
基
準
」（
Ｅ
Ｕ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
）

を
確
立
す
る
規
則
を
、
昨
年
七
月
に
発
効
し

ま
し
た
。
Ｅ
Ｕ
域
内
の
金
融
機
関
お
よ
び
企

業
に
は
、
こ
の
規
則
に
基
づ
い
た
情
報
開
示

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
投
資
家
に
は
、
持
続
可

能
な
企
業
活
動
で
あ
る
こ
と
の
「
お
墨
付

き
」
を
与
え
る
も
の
で
す
。
規
則
で
は
、
気

候
変
動
の
緩
和
や
適
応
な
ど
、
六
つ
の
環
境

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

欧
州
委
員
会
は
今
年
二
月
、
一
定
の
条
件

の
も
と
に
天
然
ガ
ス
と
原
子
力
が
、
Ｅ
Ｕ
タ

ク
ソ
ノ
ミ
ー
に
適
合
す
る
と
し
ま
し
た
。
原

子
力
へ
の
条
件
と
し
て
は
、
新
規
の
原
子
力

発
電
の
建
設
認
可
を
二
〇
四
五
年
ま
で
受

け
た
施
設
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
前
提
に
、
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
二
〇

五
〇
年
ま
で
に
処
分
施
設
に
つ
い
て
詳
細

な
計
画
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
求
め
て
い
ま

す
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
原
子
力
が
移
行
段

階
の
技
術
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
批
判
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。

ま
だ
正
式
な
適
合
の
認
定
と
は
な
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
今
年
末
ま
で
原
子
炉
を
全

廃
す
る
ド
イ
ツ
な
ど
は
、
原
子
力
を
Ｅ
Ｕ
タ

ク
ソ
ノ
ミ
ー
に
含
め
る
こ
と
に
反
対
し
、
同

様
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所

に
訴
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な

ど
、
賛
成
す
る
国
の
方
が
多
く
、
認
定
さ
れ

る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
統
領
率
い
る
社
会
党
政
権
は
二
〇
一
五

年
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
要
請
に
よ
り
再
エ
ネ
導

入
を
拡
大
し
、
電
源
の
多
様
化
を
図
る
た

め
に
、
原
子
力
発
電
の
割
合
を
二
〇
二
五

年
に
は
五
〇
％
ま
で
引
き
下
げ
る
法
案
を

成
立
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
統
領
に
就
任
し
た
マ
ク
ロ

ン
は
、
新
た
な
ガ
ス
火
力
発
電
が
必
要
と

な
り
、
こ
の
法
律
は
非
現
実
的
だ
と
し
て
、

引
き
下
げ
の
目
標
年
を
一
〇
年
先
に
延
ば

し
二
〇
三
五
年
と
し
ま
し
た
。
現
在
、
五

六
基
の
原
子
炉
が
稼

働
し
、
総
発
電
電
力

量
の
約
七
割
を
賄
っ

て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｕ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー

の
規
則
が
昨
年
七

月
に
発
効

一
方
、
脱
炭
素
社

会
に
向
け
た
国
際
的

な
気
運
の
高
ま
り
の

な
か
、日
本
や
Ｅ
Ｕ
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
一
五

〇
か
国
・
地
域
以
上

の
国
々
が
カ
ー
ボ
ン

追 跡 原 子 力

石炭1.1％

天然
ガス
6.7％

原子力
69.9％

水力
10.9％

その他
10.2％

石油 1.1％

（注）四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある

EUタクソノミー規則の6つの環境目標

気候変動への対応

気候変動の緩和

循環型経済への移行

環境汚染・公害の防止と抑制

水と海洋資源の持続可能な利用と保全

生物多様性と生態系の保全・回復

（出典：IEA「Data and statistics」より作成）

（出典：日本経済新聞社などより作成）

■ フランスの電源別発電電力量の構成比（2019年）


